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経
営
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方
を
目
指
せ
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８
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８
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昨
年
、
大
隅
良
典
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
以
後
の
談
話
で
、
役
立
つ
研
究
を
過
度
に
要
求
す
る

日
本
の
風
潮
を
憂
慮
す
る
発
言
を
何
度
も
し
て
お
ら
れ
た
。
自
分
の
研
究
以
外
で
も
、
優
秀
な
研
究
は
一
朝
一
夕
の
業
績
で

は
な
く
、
長
年
の
基
礎
研
究
の
蓄
積
の
成
果
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
政
府
の
科
学
技
術
基

本
計
画
も
日
本
の
経
済
状
況
を
反
映
し
、
未
来
の
産
業
創
造
を
期
待
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。 

 

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
研
究
成
果
が
役
立
つ
か
は
予
測
困
難
で
あ
る
。
一
九
世
紀
中
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・

ブ
ー
ル
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
発
明
し
た
三
段
論
法
を
記
号
の
演
算
で
可
能
に
す
る
ブ
ー
ル
代
数
と
い

う
学
問
を
発
表
し
た
。
ど
の
よ
う
な
分
野
に
利
用
可
能
か
も
不
明
な
無
用
の
学
問
と
し
て
長
年
忘
却
さ
れ
て
い
た
が
、
約
百

年
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
論
理
回
路
設
計
に
必
須
の
理
論
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
理
系
の
学
生
に
は
必
修
の
学
問
に
な
っ

た
。 

 

日
本
の
研
究
が
有
用
目
的
に
偏
重
し
た
結
果
を
反
映
す
る
数
字
が
あ
る
。
世
界
各
国
の
科
学
技
術
分
野
の
論
文
総
数
を
調

査
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
と
大
差
で
は
あ
る
も
の
の
、
以
下
は
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
の
順
番

で
あ
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
二
位
に
浮
上
し
た
。
と
こ
ろ
が
以
後
は
論
文
総
数
も
頭
打
ち
に
な
り
、
最
近
で

は
一
気
に
増
加
し
て
二
位
に
躍
進
し
た
中
国
と
大
差
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
に
も
逆
転
さ
れ
て
五
位
に
低
下
し
て
い

る
。 

 

論
文
を
研
究
分
野
に
分
類
し
て
比
較
す
る
と
、
日
本
が
一
位
の
分
野
は
存
在
せ
ず
、
最
高
が
薬
学
の
三
位
で
し
か
な
い
。

基
礎
科
学
で
は
な
い
も
の
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
の
論
文
で
は
一
一
位
に
低
落
し
て
い
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
一
九
九
三
年
か
ら
三
年
間
は
日
本
の
「
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」、
二
〇
一
一
年
に
は
「
京
」
が
世
界
最
速
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
一
位
と
二
位
が
中
国
、
三
位
か
ら
六
位
が
ア
メ
リ
カ
の
製
品
に
な
り
、
日
本
の
製
品
は
七
位
と
八
位

で
し
か
な
い
。 

 

以
上
は
科
学
技
術
分
野
の
話
題
で
あ
る
が
、
日
本
の
企
業
経
営
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。
日
本
に
は
創
業
二
〇

〇
年
以
上
の
企
業
が
現
在
で
も
約
三
一
五
〇
社
存
在
す
る
が
、
ド
イ
ツ
に
は
八
四
〇
社
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
二
二
二
社
し
か
存

在
し
な
い
。
企
業
で
あ
る
か
ら
利
益
は
追
求
す
る
が
、
五
〇
〇
社
以
上
の
企
業
を
創
設
し
た
渋
沢
栄
一
の
「
論
語
と
算
盤
」

と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
目
先
の
利
益
に
拘
泥
し
な
い
経
営
を
維
持
し
て
き
た
精
神
が
日
本
の
長
寿
企
業
の
背
景

に
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
流
儀
の
株
主
重
視
の
経
営
思
想
が
日
本
企
業
に
も
浸
透
し
、
株
主
へ
の
配
当
を
増
加
さ
せ

る
た
め
、
長
期
の
発
展
を
目
指
す
設
備
投
資
や
人
材
育
成
に
自
己
資
本
を
投
入
せ
ず
、
他
社
を
併
合
や
買
収
し
、
人
材
も
自

社
で
育
成
す
る
よ
り
は
、
す
で
に
活
躍
し
て
い
る
人
材
を
他
社
か
ら
移
籍
す
る
安
易
な
傾
向
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

に
も
、
異
常
な
超
過
労
働
や
訴
訟
に
な
る
よ
う
な
下
請
企
業
か
ら
の
搾
取
も
原
因
の
大
半
は
利
益
第
一
の
経
営
方
針
に
由
来

す
る
。 

 

こ
の
年
毎
に
利
益
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
圧
力
が
最
近
頻
発
し
て
い
る
日
本
の
巨
大
企
業
の
破
綻
に
も

関
係
し
て
い
る
。
営
業
利
益
の
増
大
を
目
指
し
て
、
急
速
に
企
業
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
、
体
制
が
拡
大
の
速
度
に

対
応
で
き
ず
破
綻
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
株
式
の
上
場
が
企
業
の
寿
命
を
短
縮
す
る
と
指
摘
す
る
学
者
も
存
在
す
る

よ
う
に
、
企
業
が
社
会
に
貢
献
す
る
役
割
を
等
閑
に
し
、
株
主
に
貢
献
す
る
と
い
う
目
先
の
目
標
を
追
求
し
て
き
た
結
果
で

あ
る
。 

 

ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
べ
き
か
を
示
唆
す
る
逸
話
が
あ
る
。
冷
戦
最
中
の
六
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
で
超
大
型
加
速

器
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
巨
額
の
費
用
の
た
め
計
画
の
中
心
人
物
が
議
会
に
召
喚
さ
れ
、
国
防
に
有
益
か
と
質
問
さ
れ
た
。

返
答
は
「
国
防
に
は
役
立
た
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
が
防
衛
す
る
価
値
の
あ
る
国
家
に
な
る
こ
と
に
は
役
立
つ
」
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。
企
業
も
存
在
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
役
割
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。 


